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化学物質のリスクアセスメント 

進め方のポイント 
一般社団法人 日本サッシ協会 

❸厚生労働省 職場の安全サイト のご案内 

厚生労働省では、「職場のあんぜんサイト」を開設し、労働安全衛生の有効な情報を発信しています。 

事業所における安全衛生活動にご活用ください。 

国連 GHSの危険有害性クラスを確認する 

➊ 厚生労働省 ラベルでアクション運動 

取付：溶接ヒューム 

     さび止め塗料 

シール：基材・プライマー 

清掃：洗浄剤 

補修：洗浄剤・補修塗料 

 

容器や包装のラベル内に『絵表示』があったら

SDS を入手する 

SDS(安全データシート)を 

製造メーカーWEB サイトより入手する 

危険有害性の要約より重篤性の高い 

区分 1・区分 2 を確認する 

「化学物質リスクアセスメントの実質報告書」 

(元請書式)を作成し理解する 

送り出し教育時 現場 KY時 

【作業環境】 

屋内／屋外確認 

換気状況確認 

保護具の使用管理 職長・作業員は対処法・保護具の使用法を知っている 

物理化学的危険性 

健康に対する有害性 

環境に対する有害性 

施工場所が屋外：リスクは低いが油断はしない 

施工場所が屋内：リスクが高いと判断する 

❷ 現場でのリスクアセスメント 

ばくろ防止 

屋内換気状況 

➡ 風通しは良いか？ 
➡ ポータブルファン等の換気装置があるか？ 

屋内換気状況によりリスクレベルは変化する 

保護具着用の判断⇔法令（規制値）の知識 

http://www.jsma.or.jp/Top/tabid/57/Default.aspx
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjd0JOgn_baAhUBE7wKHTaBCe4QjRx6BAgBEAU&url=https://item.rakuten.co.jp/auc-kikai/100008342/&psig=AOvVaw3ZAfN9DxnywYJ7tCjqfK6k&ust=1525873288607668
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjd0JOgn_baAhUBE7wKHTaBCe4QjRx6BAgBEAU&url=https://item.rakuten.co.jp/auc-kikai/100008342/&psig=AOvVaw3ZAfN9DxnywYJ7tCjqfK6k&ust=1525873288607668


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❼ 規制に関する参考資料 少量使用でない場合 ❹ 工事現場でのリスク低減の考え方 

① ハザードレベルを下げる 

   発がん性や生殖毒性などハザードレベルが高い化学物質が含まれている場合には、 
   ハザードレベルの低い化学物質に変更できないか検討する ⇒使用材料を置き換える 

② 取扱量ポイントを下げる 

   化学物質の取扱量を減らすことができないか検討する ⇒使用量の管理から始める 

③ 揮発性・飛散性ポイントを下げる 

   液体の場合、高沸点溶剤への変更、取扱温度の低下ができないか検討する 
   固体の場合、粒子径を大きくし飛散性を低くできないか検討する 

④ 作業者への 2次ばくろポイントを下げる 

   作業服等への汚染が認められる場合は、化学防護服の使用や作業服等の取替や洗濯頻度の 
変更などを検討する ⇒同じ作業服を何日も着用しない 

⑤ 換気ポイントを下げる 

   密閉、遠隔操作や局所排気装置の設置等の工学的対策が可能かを検討する 
   ⇒開けられる窓は開けておく、ポータブルファンを利用する 

⑥ 作業時間・作業頻度レベルを下げる 

   取扱作業時間を短くできないかを検討する 
   ⇒時間と使用量の関係を知り、連続作業にしない 

【元請】：常態の判断もあるが・・・ 

 ・作業環境測定 

 ・使用する有機溶剤／特化物の表示 

【事業主】：常時作業の判断もあるが・・ 

 ・従事者の作業概要と従事期間の管理 

 ・運搬・貯蔵時、堅固な容器の使用 

 ・空容器を一定の場所で保管 

 ・貯蔵場所の立入禁止と排気設備 

法令の理解については、上記の厚生労働省資料（2013年 9月作成）を引用しています 

より詳しく見たい場合はインターネットで『クロロホルムほか 9物質』と検索 してみて下さい 

有機溶剤とは 

 ・有機則の対象となる有機溶剤は 54種類  ・有機溶剤等とは、有機溶剤または有機溶剤含有物(有機 

溶剤と有機溶剤以外の物との混合物で、有機溶剤の含有率が５％（重量パーセント）を超えるもの)をいう        

有機溶剤業務とは 

 ・有機溶剤等を用いて行う洗浄⼜は払しょくの業務  ・有機溶剤含有物を用いて行う 塗装の業務 

屋内作業場等とは 

 ・屋内作業場、船舶の内部、⾞両の内部、タンク等の内部 

有機溶剤中毒予防規則（有機則） 
 

特定化学物質とは 

 ・健康障害を発生させる（可能性が高い）物質として定められたもので特別有機溶剤のエチルベンゼン、 

メチルイソブチルケトンなどが指定されている 

特定化学物質障害予防規則（特化則） 
 

❺ 有機溶剤の関係法令 

❽ 対象物質の規制値の確認 

エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
と 

メ
チ
ル
イ
ソ
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン
が
対
象 

屋内作業場 
引用資料では『クロロホルムほか 9物質』を特化則の規制物質と読み替える 

有機溶剤等  5％以上 
特定化学物質 1％以上 

有機溶剤等  5％未満 
特定化学物質 1％以上 

1％ 

有機溶剤等  5％以上 
特定化学物質 1％未満 

5％ 

有機溶剤等  5％未満 
特定化学物質 1％未満 

将来的には規制値を下回る 
さび止めスプレーを使用したいが 

2019年 5時点では 
置き換えられるものが無い 

区分 B 

区分 A2 

 

❻ さび止めスプレー作業時の法令適用 

① 屋内作業か？屋外作業か？ 

② 有機溶剤等を 5％以上含有か？5％未満か？ 

③ 特定化学物質を 1％以上含有か？1％未満か？ 

適用しない 屋外作業の場合 ポ
イ
ン
ト 

  少量使用で 

ない場合 

少量使用の 

場合 

適用する 

屋内で使用量の 

管理ができない 

場合 

適用除外となる 
場合がある 適用する 

 
屋内で使用量の 

管理ができる 

場合 

JPMS28 

さび止めペイントは 

塗料メーカーにより 

成分組成が異なる 

❾ 有機則の準用の適用除外 【重要：区分 B製品の少量使用】 

本品(エポキシ樹脂エナメル)の場合 300ml中の有機溶剤混合物は 184g 
：それに 0.4を乗じる（厚生労働省令） 

※50分に 1本以上消費すると少量使用ではなくなる恐れが生じる 
：新品 1缶に 73.6g相当含有 ⇔ 規制値は最大 60g 

※連続吐出 136秒で 60g に達し少量使用ではなくなる恐れが生じる 

：1秒当たり 0.44g吐出する 

屋内作業場の許容消費量は 1時間あたりの消費量で判定 

時間で 

使用量を 

管理する 


